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　当所の管内には，岡山・広島県の暖地ジャガイモ栽培

地帯がある。この地帯は，春・秋の2回種ジャガイモを

栽培しているが，たまたま32年春輪腐病が大発生した。

そこで検査時期をきめる上でいつから発病し始め，いつ

発病数が最も多いかが問題となってきた。しかも，これ

らの地帯にはもともと青枯病も常発しているために，検

査に際してこの病気との区別も正確にする必要がある。

このため，輪腐病の発病時期および病徴について調査

し，この結果から，いままで行なわれている検査の正確

さと，いつ検査を行なったら最も有効であるかを検討し

た。

　なお，この実験を実施するにあたってご援助を賜った
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Ⅰ．方　　 法

　32年秋および33年春・秋とは当所の宝塚隔離圃場

で，34年春は明石圃場で実験を行ない，輪腐病を接種

した塊茎と，もともと罹病している塊茎を植えて，発芽

後の発病時期と病徴を調べた。輪腐病の接種には，種用

として切断された塊茎の一片をさらに2分して，その切

口に輪腐病菌の浮遊液をぬり，塗り終った切口を合わせ

て紐でむすんで植えつけた。このときには一つの塊茎か
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らは，必ず一片だけは菌を接種せずに残しておいてその

まま植付けた。これは使用した塊茎が健全であったかど

うか確認するためであった。罹病塊茎は前述の接種され

た塊茎のうち，発芽後発病した株の子イモを殖やして使

用した。この罹病塊茎を植付けるときは，塊茎に病徴の

あるもの，病徴はないがグラム検定の結果罹病している

ものを選びだして植えた。

　品種は中国地方で種ジャガイモとして栽培されている

雲仙・ホイラー・大白・農林一号を使用し，発病調査は

発芽後1週間に1回行なった。なお，青枯病との比較を

みるためこれらの品種に青枯病菌を接種して，その病徴

を観察した。この試験に使用した両菌は，いずれも農業

技術研究所病理科よりいただいたものである。

Ⅱ．結　　　果

 1． 病　徴
　病徴は一般的にみられるもの以外に，時として頂葉か

ら中葉あたりまでの葉が黒痣病のようにまき，葉柄が広

がり，空中塊茎ができる株が見られた。この株の複葉は

黒痣病よりも褐色が濃く，初めのうちはしおれていない

が，生育の後期にはしおれてくるのが普通である。

　茎では維管束にまるくエソを生じ，または中心に空洞

がときどき見られた。この中心空洞はその周囲にエソを

生ずるのが普通であるが，まれにはエソはなく，ただ組

織が白くボロボロになっていた場合もある。

　塊茎の病徴は維管束にそってまるくエソを作るもの以

外に，維管東には関係なく，ストロンのつけ根から塊茎
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の中心に，エソ または 空洞を生ずる場合が案外多かっ

た。この空洞は普通その周囲がエソになっているが，時

として白くボロボロの時もある。また，珍らしい病徴と

しては，塊茎の一部または全体の細胞が遊離してふかし

たようになり，握るとボロボロに崩れるものもまれに

あった。これは普通いわれているように肉質部がチーズ

状になるのとは，全然ことなる病微である。塊茎を切っ

てみると，濃黄色を呈するのが普通で，エソは全然な

い。これらの病徴は筆者らの実験で現われたばかりでな

く，32年の秋，33年の春現地での検査でも時時発見さ

れた。

　なお，茎の維管束部のエソ，ならびに塊茎の中心部の

エソ，空洞等の病徴については，成田・北沢（1948）お

よび田杉（1948，1949）によって述べられている。

　2． 輪腐病と青枯病の病徴差

　実験圃場での病徴は，ごく初期のものは葉がすこしお

れているだけの場合もあるので，青枯病と区別できない

ことがあった。また晶種では，ホイラーは病徴が進んで

も区別することが特に困難である。

　実際に現地で病徴だけで両者を判定した場合，どの程

度の誤りがあるかを知るために，32年の秋，岡山県で

ジャガイモの検定を実施した際に，食用圃場から各品種

について輪腐，青枯病徴の株の塊茎を発病株1株につき

1箇を採取し，翌春植えて栽培の後期に，各株ともグラ

ム検定を行なって両者を区別した。

　なお，採取時に輪腐病徴としたのは，1複葉でもしお

れて，かつ葉片が青緑，または青白色に変色するか，あ

るいは葉縁がまきあがるか，エソを作っていたもので，

青枯病徴としたのは1複葉でもしおれているが，その他

にはなんら病徴のなかったものである。

以上による診断の結果，輪腐病徴として採取したホイ

ラーは11株中4株が青枯病であり，雲仙4株，大白2

株，農林一号5株に青枯病は認められなかった。また青

枯病徴として採取した雲仙は4株中 1株， 大白は全株，

農林一号は5株中 3株が輪腐病でホイラー4株 には認め

られなかった。

　3． 秋作の発病時期

　まず，植付時に切断刀などで感染した塊茎が発芽した

場合，いつ頃から発病し始めるかをみるために，前記の

方法で接種した塊茎を植えて発病時期を調査した。32年

（第1表）では発芽後約1カ月半以上たった11月27日

から発病し始め，12月 3日に最もよく発病した。12月

10日の発病数は少なくなっているが，これは軽い霜害

を受けて判定が因難になったもので，実際にはもっと多

いのではないかと思われる。12月17日には霜害をひど

く受けたため病徴は発見できなかった。

　前年とほぼ同様な方法でおこなった33年の実験では，

発芽後約1カ月半たった11月12日に1株のみが発病

し，19日には発病せず，11月下旬には早くも霜害を受

けてすでに病徴がわからなかった。もし霜害がなかった

ならば，32年の結果からみて，11月下旬，12月上旬に

かけてかなりの発病株があったのではないかと考える。

以上の結果から，秋作では植付時に感染した塊茎からで

た株は11月上・中旬まではほとんど発病せず，霜害を

うける頃から発病し始めるようである。また，発病率は

低く，たとえば比較的霜が遅かった32年の場合でも全

第1表　 接種した塊茎を植えた場合の発病時期（32年秋）
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期を通じて雲仙30％，ホイラー11％，大白13％，農

林一号0％の発病をしているのみである。

種いもが植えられる時は，その時に切断刀などで感染

したものが植えられるばかりでなく，すでに罹病してい

るものも植えられることが考えられる。そこで，第5表

のように，罹病しているが病徴のない塊茎と，塊茎に病

徴のあるものを，それぞれ植えて発病時期を調査した。

供試品種および植付株数（発芽株数）は雲仙25（21），

大白74（58），ホイラー51（36)，農林1号 25（21）で，

9 月9 日植付は，12月 10 日掘取った。その結果，病徴

のない塊茎で 136 株中 2 株発病したのみである。その

1株は発芽約1ヵ月経過した10月29日（大白）に，他

は11月19日（雲仙）に発病した。一方前調査とほとん

ど同様の方法でおこなった病徴のある塊茎については，

1 株も発病をみなかった。しかし，これらは，11 月26

日にすでに霜害のため，病徴が不明になっている。

4．春作の発病時期

同じ目的で，接種された塊茎を植付けて春作の場合の

発病時期を調査した。第 2表は 33 年春の調査で，発芽

後約1カ月目に発病し始め，最も多く発病したのは6月

26日である。すでに暑さのために複葉が若干害を受け

ているのもあったので，翌27日に掘取った。また，対

照区は全く発病をみなかった。前年とほぼ同様な方法で

おこなった34 年の調査では，発芽1カ月半以上たった

6 月18日に 1本，次で 6月 25日に 1本発病（いずれも

ホイラー）したのみである。そして7月2日には暑さの

害を受けて病徴がすでに不明であった。

罹病しているが病徴のない塊茎を植えた場合，33年

は発芽後約1ヵ月たらずの5月 21 日から発病を始め，

6 月 26日に最もよく発病している。34 年は発芽後 1カ

月半以上たって初めて発病をみた（第3表）。

塊茎自身に軽い病徴のあるものを植えた結果は，33年

に発芽後約 1カ月目の 5月 28日に発病し始め，6 月 26

日に最もよく発病した。 34 年も発芽後約1 ヵ月以上た

った6月4日から発病し始めた。

また，塊茎に中程度以上の病徴のあるものを植えた場

合には発芽後約1カ月で発病し始め，大体掘取りまでの

間に少しずつ発病した。

第2表　 接種した塊茎を植えた場合の発病時期（33年春）

第3表　 罹病しているが病徴のない塊茎を植えた場合の発病時期　（33・34年春）
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第4表　 病徴軽度の塊茎を植えた場合の発病時期（33年春）

第5表　 病徴中程度以上の塊茎を植えた場合の発病時期　（33年春）

Ⅲ．考　　察

以上の結果から発病最盛時期を検討すると，春作では

初発病後平均して発病しているのを除けば，大体 6月下

旬に最も多く発病している。秋作の場合は第1表以外は

あまり発病しなかったので，これによる外はないが，霜

害さえ受けなければ大体11月下旬から12月上旬にか

けて発病するものと思われる。

この点から推察すると，中国地方の輪腐病の圃場検査

は春秋とも遅ければ遅いほどよいことになる。しかしな

がら秋作は霜害を避けるために11月中旬までに，春作

は水田の前作であるために6月 10日頃までに，それぞ

れ検査を終らねばならない。

秋の検査を11月20日までに終ることにすると，ここ

におこなった調査での全発病株数53株中， わずかに2

株がこの時までに発病しているにすぎない。また，春の

検査を6月 13 日に終るようにすると，ここにおこなっ

た調査での全発病株数 82 株中の 37 株の約 2分の1が

発病しているのみである。しかも春秋ともに，罹病塊茎

を植えた場合でさえも，全期間を通じての発病株数は非

常に少ない。したがって，圃場検査で輪腐病が発見でき

る確率はごくわずかであるといえる。

当所の検査成績では，秋作よりも春作の方が常に輪腐

病の発見率が多い。この理由は上記のように，検査終了

日までに，春作の方が多く発病しているためであると思

われる。

このような理由から，輪腐病を圃場検査によって除去

することはほとんど不可能であるといえる。そのため，

輪腐病のない種いもを作るには，今までいわれているよ

うに無病な原種を使用し，植付時に感染させないことが

絶対必要条件になってくる。

輪腐病はその性質上，種ジャガイモの検査では特に注

意されている。しかるに複葉の病徴のみで判断した場合

には，診断を誤ることが多い。いいかえれば，青枯病常

発地帯で，肉眼のみで輪腐病の診断をすることは極めて

危険である。特にホイラーでは甚だしい。

Ⅳ．　摘　　　要

中国地方の種ジャガイモ栽培地検査の適期を検討する

ために，輪腐病の発病時期を調査し，あわせてその病徴

により，青枯病と肉眼で区別できるかどうか試みた。

1.　輪腐病の立毛中の全発病株数は，たとえ罹病して

いる塊茎を植えても，春秋ともに発病率は少なく，かつ

最もよく発病した時期は，春は6月下旬，秋は11月下
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旬～12月上旬であった。

　2.　このため検査は遅ければ遅いほどよいと考えられ

るが，種々の制約により検査終了予定日は，秋は11月

中旬，春は6月　10 日前後までである。しかるにこの時

までの発病株は，全発病中の一部に過ぎない。　このた

め，検査時に発見できる発病株は罹病株中のごく一部で

あると推察できる。

　3． 輪腐病と青枯病との区別は病徴の初期においては

困難であった。

　4． 輪腐病の病徴として珍らしいものに，頂葉から中

葉あたりまで葉辺が黒痣病のようにまき，葉柄が広が

り，空中塊茎ができ，複葉が褐色になり，のち複葉がし

おれるものがあった。

　5．　茎における維管束の空洞は，その周囲にエソを生

ずるのが普通であるが，エソはなく，ただ組織が白くぼ

ろぼろになっている場合もある。

　6． 塊茎の病徴は維管束にそってまるくエソを作るの

　 In　the　present　paper，the　results　of　observations　made　

at　Takarazuka　　and　 Akashi　 isolated　farms　 at　the　time

when　 the　symptoms　　of　potato ring　rot disease　appeared

most　are　reported. 　　The　purpose　 was　to　determine　the

suitable　　time　for　the　seed　potato　inspection　of　the　field

in　Chugoku　　district of　Japan，where　two　crops　of

potato　are　raised． It　was　additionaly　examined　whether

the　difference　 between　  the　symptoms　　　of　this　disease

and　those　 of　bacterial　wilt　could　 be　distinguished　　 by

the  maked eye． The results were as follows:

　 1. Though 　 infected tubers were  planted, only a few

developed symptoms were found througout the season

after they sprouted.

  2.   These  symptoms 　appeared  most in the latter part

of　June　in  spring　 crop，　and　from　　the　Iatter　 part　of

November　　 to　the beginning　of　December　　crop．　After

these  times  potato plants  suffered heat injury  in spring

and  frost injury in autumn.

 3.  Consequently it seems to be desirable to inspect

as Iate as possible．However, inspection must be car-

ried  out  before about 　June  10 in  spring and  before

about　the　middle　of　November　　in　autumn　for　several

inevitable　reasons．　 Therefore　 only　a　very　small　num－

ber of　the plants　which　developed　the　 symptoms 　of

disease can  be observed　before these times．

　4.　 lt was difficult to distinguish the  symptoms 　of

which　sometimes　became　hollow．

　 8.  Some　unusual  symptom  was  observed.    A  part

or the whole of the tuber grew soft,looked  as if steamed，

and  grew  powdery  and  deep  yellowish.　 Such a tuber

easily　broke　when　it　was　grasped，just　as　moistened

sand．

　 9.  The　 above-mentioned  symptoms    were  observed 

on　the diseased plants in the seed　potato crop districts

as well as at the experimental   farm，

が普通であったが，維管束には関係なく，ストロンのつ

け根より塊茎の中心にエソまたは空洞を生ずる場合が少

なくなかった。

　7.　非常にまれな病徴ではあるが，塊茎の一部または

全部が，柔かい粉状となり，握るとぼろぼろに崩れるも

のがあった。この場合の塊茎は濃黄色である。

　8.　以上の病徴は実験圃場のみならず，採種地帯にお

いても発見できる。
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Summary

ring rot disease from those  of bacterial wilt disease in

their first stages.

5.  Certain  peculiar symptoms    of  this disease were

 observed.   Namely,   the  edges  of the  upper  and  the

 middle  leaves rolled sometimes,  the petioles were then

flattened down  and  the foliages showed a reddish brown

coloration.   In  some  cases aerial tubers developed  on

these plants.  These  symptoms   closely resembeled those

of black scurf disease.

  6.   Sometimes  necrosis appeared  at the vascular por-

tions of the stem  base.   Occasionally  a hollow  cavity

developed  in the center  of the stem.   Usually  the tis-

sue around  the cavity was affected by necrosis. Rarely,

the necrosis was  not found  and the  tissue became  only

white and  tattered.

  7.  Usually ring  rot proceeded along vascular  system

in the tuber, but  in some  cases necrosis was  produced

from  stolon  attachment  to  the middle   of the  tuber,
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図版説明
1．　塊茎の中心部空洞、　ヒ部ストロンの付着部よ

　り中心に空洞を作る。

2.　茎の中心部空洞（横断面）

3．　　同　縦断面健全部と空洞部のさかいを示す
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